
ＣＴガイド下気管支鏡検査 

 

診療科： 呼吸器・膠原病内科、呼吸器外科 

 

適応症： 肺腫瘍 

 

主な内容：末梢性肺腺癌は、径２ｃｍ以下でも肺門、縦隔リンパ節への転移が

２０％前後認められ、さらに径の小さい時期での発見が必要である。 

最近、胸部Ｘ線写真上では発見不可能な淡くて小型の肺病変が増加 

しつつある。こうした病変の中には肺腺癌が相当数含まれる。末梢 

性の小型病変の確定診断は非常に大事である。病変が小さいため胸 

部Ｘ線透視では病変の抽出が不可能で、気管支鏡下においても病変 

が確認できず診断不可能なことが多い。 

こうした病変に対して、いままでＣＴガイド下経皮的肺針生検が唯 

一行われてきたが、肺針生検は気胸、腫瘍細胞の穿刺経路への播種 

などの合併症が危惧されてきていた。ＣＴガイド下気管支鏡生検は 

これらの合併症が少なく、侵襲が少ない。 

この診断法を行うには、通常のＸ線透視下気管支鏡生検に比較し、 

高い気管支鏡検査技術やリアルタイムのＣＴ検査を必要とするが、 

迅速かつ正確に確定診断を得ることができ、その後の治療方針の決 

定に重要な意義を持つ新しい診断方法である。 


